
１．はじめに

英語科では，育成したい創造的思考力を，①創意工

夫して何とか自分でやろうとする力，②自分の考えや

気持ちを，初歩的な英語を用いながら他者に伝えよう

とする力，③他者とのコミュニケーションを通じて自

分の表現方法を磨こうとする力，と定義した。創造的

思考力は，習得した知識を活用して課題を解決する中

で育成される。英語科においては，習得した知識や技

能を活用して行うなどのコミュニケーション活動にお

いても創造的思考を伴い，その思考は具体的には４技

能の能力として表れる。本研究は，創造的思考力の育

成を図りつつ，その結果として表れる４技能の能力の

中でも，特に書く能力の育成に着目し学習指導の開発

を行うものである。

書くことは，身近なことや自分のことなどを伝える

ための，文字による表現活動である。また，知識や技

能を総動員して取り組むことが必要な，コミュニケー

ション活動の中では最も高度な活動である。このよう

な高度な表現活動を継続的に行うことで，生徒はそれ

までに習得した知識や技能を十分に活用する機会を持

つことができる。また，話し言葉とは違って，書き言

葉は記録に残りやすいため，読み返しや書き直しが容

易である。その特徴を生かして，生徒に作品を通じて

他者と交流させたり，他の作品から得た考え方や表現

を取り入れさせたりすることもできる。

しかし，英語力があらわになることへの恐れや，興

味を持てないなどの理由で，書く活動に対して生徒が

抵抗を示すことがある。そのような抵抗を取り除くた

めには，グループで活動に取り組ませたり，魅力的な

話題を選んだりするなど，学力差への配慮や，生徒の

関心・意欲・態度を育てるための工夫が必要である。

また，はじめから完成度の高い作品を生徒に求めるこ

とはせず，書くことに慣れさせることからはじめて，

正しい表現形式を用いた豊かな内容の作品が書けるよ

うになるまで，段階的に目標を設定して，適切な指導

をすることも必要である。

以上のような考えに基づいて，書く能力を育成する

ための教材および学習指導開発を行う。

２．研究の構想

（１）研究の目的

本研究は，先に述べたように４技能の能力の中でも，

特に書くことに着目し，書く力を養う英語科の教材や

学習指導法を開発することをめざしている。生徒の発

達段階に応じながら，既習事項を用いて，書く活動を

繰り返し学習することにより，新学習指導要領にある

「身近な場面における出来事や体験したことなどにつ

いて，自分の考えや気持ちなどを書くこと」といった

言語活動の充実および定着を図る。

（２）研究の方法

本年度は，これまで積み上げてきた研究をもとにし

て，中学校英語科における書く力をつけるための授業

を計画する。実践にあたっては，書く「量」を増やす

ために，教科書の借用や，同じ題材を繰り返し用いて

書き方を練習させることによって，書くことに対する

意欲を向上させる単元・教材開発を行う。生徒の書く

「量」がある程度増えてきたら，次に書いた内容の

「質」に注目させ，文法・文構造を意識させながら，

まとまった英文を書かせるための単元・教材開発を行

うなど，段階的に研究を進める。

（３）「書くこと」における具体的な指導方法

まとまった英文を書かせるための具体的な指導方法

例を以下に示す。

① 一時間ごとに学習目標を提示し，学習課題に対す

る自身の取り組みのありかたを意識させる。

② これまでに継続している学習のふりかえりを継続

実施し，毎授業習の終了時に，学習課題に対する自

身の達成度を書きためさせる。

③ 既習の学習内容をくり返して指導し，基本表現の

定着を図る。
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④ 週末や行事の後，長期の休みに自分の日記や感想

を書かせる。

⑤ ワークシートをファイルにポートフォリオ式に保

存させる。

⑥ 学習課題に対して，学習をふりかえるポイントを

提示し，学習者自身が，自分の変容と学習効果を確

認できるようにする。

⑦ 書いた作品をグループで交流し，他者の表現に触

れさせる機会を作る。

⑧ 海外の姉妹校に書いた作品を送り，書くことに対

する意欲を高めさせる。

⑨ 海外の姉妹校から届いた手紙を読んで，様々な考

え方や表現方法に着目させ，生徒自身の表現に加え

させるようにする。

⑩ 書いた作品の文構造・文法事項における改善点を

示し，次に書く作品に同じミスやエラーがないよう

にさせる。

３．実践事例１

（１）授業の構想について

①題材について

○単元名　　Multi Plus３　わたしの町

○指導者　　松尾砂織

○学年　　　中学校２年　40名

（男子20名，女子20名）

○実施時期　平成22年11月～12月

本単元では「わたしの町」について書かれた内容を

題材にして，四技能を総合的に使いながら，「書くこ

と」に特化した自己表現活動を行う。New Horizon

English Course 2（東京書籍）の教科書には２つのモ

デルがあり，ある中学生が自分の住んでいる町を外国

の友だちに紹介する内容と，過去と現在の町並みの変

化を紹介する内容が扱われている。いずれのモデルに

も言語材料にThere is構文の現在時制と過去時制，単

数と複数が扱われており，書いてある英文の内容を読

み取ったり，聞き取ったりする活動を通して，既習事

項の定着を図ることができるように工夫されている。

さらに，書いた紹介文を交流する活動を通して，発展

的な言語活動ができるため，自己表現力の向上も図る

ことができる単元であると考える。

これまでの「書くこと」の指導では，生徒が何とか

自分でやろうとする力，つまり書くことに対する意欲

を伸ばすことを主として行ってきた。指導の成果とし

て，生徒が書く文数は増えたものの，教科書の類似表

現に留まり，表現の幅を広げる指導ができていなかっ

た。そこで本単元の指導にあたっては，好きな場所の

紹介文を書く前に，マッピングやブレーンストーミン

グでイメージを膨らませ，場所の描写を具体化させて

から，英文を書くように指導した。本時は，他の班の

紹介文を読み，感想や意見を交流させてから，交流を

通して得た意見をもとにして，紹介文を練りあうよう

に指導した。練りあいの場面では，どのような言語材

料を用いれば，より適切に，また正しく読み手に伝わ

る紹介文に修正できるかを考えさせ，新しい表現を書

き加えることができるように指導した。

②教材の目標

○間違いを恐れず意欲的にコミュニケーションをす

る。

○There is構文の意味・構造を理解して活用する。

○文法事項に従って，好きな場所の紹介文を書くこと

ができる。

○好きな場所の紹介文を相手に伝えることができる。

③学習計画（全４時間）

第１次　町の紹介モデルの内容理解⋯⋯⋯⋯⋯１時間

・町の紹介モデル文の音読と町の描写の聞き取り

・町の紹介文を書くための演習

第２次　校内の好きな場所について描写⋯⋯⋯１時間

・好きな場所についてのイメージマッピングと撮影

・紹介文の作成

第３次　紹介文の交流と練り直し⋯⋯⋯⋯⋯⋯１時間

・様々な紹介文を読み，エラーを付箋に書く演習

・様々なアドバイスをもとに，新しい表現を書き加え

ながら，紹介文を再構築する（※本時）

第４次　紹介文の発表と交流⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯１時間

・紹介文を完成させる

・インディアナ大学の実習生によるネイティブチェッ

クと音声指導

④授業の視点

校内の好きな場所をグループで決めて紹介文を作成

し，他の班の紹介文を読んで交流する活動を通して，

様々な紹介文の内容と文構成・表現方法に触れ，新た

な表現を紹介文に書き加えて活用できるようにする。

（２）授業の実際

学習過程を次の表１に示す。
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（３）実践結果と課題

学習過程は，表１に示す。授業の最初にThere is構

文の復習として，学校内にある建物を実物提示装置で

映し，紹介文を個人で考えさせた。生徒が書いた説明

文を提示し，答えを共有したり，他の表現を紹介した

りして，既習事項There is構文の定着を促した。次に，

グループで作成した学校内の紹介文を校正する活動を

行った。校正については，自分班の作品を他の班にも

読んでもらい，「文法・構成・展開」について添削や

アドバイスを行った。例えば，文法エラーがあった場

合は，確認のために辞書を使って正しい単語を調べて

付箋に書き込んだり，他の役立つ表現を付箋に書き足

したりして，校正に役立つように考えを深めさせた。

班内で他のグループの作品添削が終了後，自分の班

の作品を校正する活動を行った。添削には２色の付箋

を使用させた。それぞれ「文法エラー」「内容エラー」

と色分けさせることで，どの点に修正の余地があるか

見てすぐ分かるようにした。本時の目標が，「他の班

からの他の班の意見をもとにして，紹介文に新しい表

現を書き加えよう。」であったため，他の班からもら

った付箋に書かれているコメントを活用したり，班内

で相談したりして，新しい表現を書き加えている様子

が伺えた。

次時の学習で，修正を加えた作品をインディアナ大

学の実習生（８週間滞在）からネイティブチェックを

受けたり，音声指導を受けたりする場を設定したので，

紹介文を書いて完成させるだけでなく，書いたものを

正しく発音し，読んで相手に伝える学習教材としても

位置づけることができた。本単元が終了したのちに，

これらの紹介文は，現在文通交流しているアメリカの

エッペス中学校へ郵送することになっていたため，意

欲的に取り組んだ生徒が多かった。授業後の生徒の評

価カードを見ると，新しい表現を書き加えることがで

きたと書いた生徒が多く，目標を達成したと感じてい

るように伺えた。しかし，生徒が書いた付箋を指導者

が見ると，修正した側にスペルミスがあったり，文法

事項が違っていたり，アドバイスとして書かれた英文

が違っていたりした。文法事項の定着のために，今回

ピアサポートを取り入れて，生徒が主体的に文法事項

と向き合うように工夫をした。結果として学習の深ま
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図１　班内で他のグループの作品を添削する様子

図２　生徒のグループ作品



りは得られるが，生徒同士が互いのエラーを指摘し合

い，指導しあえるようになるには，まだ時間がかかる

ことが分かったので，今後の指導課題としたい。

４．実践事例２

（１）授業の構想について

①題材について

○単元名　　Warm Up A Speech and a Game

○指導者　　村上直子

○学習者　　中学３年

○実施時期　平成22年４月

本単元は，教科書の最初の課で出てくる。Show

and Tellの言語上の最終目標は，「生徒が日本の，あ

るいは他国の名所について英語で紹介できること」で

ある。そのため，教科書にあるモデルの例は比較的知

名度の高い「自由の女神像」を取り上げている。何か

品物を見せてそれについてかんたんに説明するという

本活動は，発表能力を鍛えるためによく行われるもの

であるが，事前に，推敲して発表原稿を書かねばなら

ない。書く活動から話す活動へつなげやすい単元であ

る。この後の単元で，「私の日本文化紹介」というの

がある。そこでShow and Tellのような，書く活動か

ら話す活動へつなげさせようと考えた。そこで，今回

は「何かを紹介する」というのを書く活動のみに絞っ

て表現させることにした。

②本活動の目標

○何かを紹介するとき，どんな情報（内容）を書いた

らよいかを知る。

○自分の紹介したいものについて，正しい英文（表現

方法）で書くことができる。

（２）授業の実際

学習過程を，次の表２に示す。

（３）実践結果と課題

今回，「何かを紹介する」というテーマをもとに作

文させたのだが，生徒たちからの提出作品を見ると，

ワークシートにかなり「型」を意識させすぎた点があ

った。例えば文中には It’s one of the most famous

（ ）．という「型」があったため，「自分の紹介

したいものについて書こう」と指示しておきながら，

生徒が選ぶものは「有名なもの，知名度の高いもの」

からにならざるを得ないものにしてしまった。「英文

は教科書にある例文に慣れさせたい」という指導者の

思いがあったためであるが，生徒たち自らが紹介した

いものを書かせたい，という目的から少しずれてしま

った。

書く力を付けるためには継続的で繰り返しの指導が

いると感じている。生徒たちは，自分で作った文の中

に誤りに対し，指導者などからの訂正があっても，返

却されると見て確認し，終わってしまうことが多い。

そこで指導者は，いわゆる「書きっぱなし，間違えっ

ぱなし」にさせない工夫が必要であろう。

添削した作品は，もう一度清書する機会を設けさせ

たい。自分が表現したいと選び，そして作成した文章

は，何度かの修正を経て正しい英文になるまで書かせ

たい。そうやって型を覚えさせれば，教科書の基本文

ばかりを暗記させるよりも，自分で英文を作成すると

きに必要な書く力として身に付くのではないだろう

か。

また，できあがった作品を回収してじっくりと添削

するということは，生徒たちの共通的な誤りに気づく

ことができる。今回は，one of の後に単数形が多かっ

たこと，そして go to there や，in there のように前

置詞の扱いのミスが多く見られた。授業だけでは，

個々へ細かい修正や説明することはできなくとも，今

後の英作文指導の際には意識して全体へ伝えられる

し，生徒実態の把握にもなる。書かせた作品をチェッ
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クすることは時間がかかることであるが，指導者が生

徒へ「正しく書かせる」ことについて注意しておきた

い点，授業の中での説明不足，生徒が陥りやすいエラ

ーなどを把握して分析できる機会になる。

５．おわりに

本研究は，創造的思考力の育成を図りつつ，書く能

力を育成するための教材および学習指導開発を行って

きた。日々の指導を通して，生徒に書く力をつけるた

めには継続的で繰り返しの指導がいると感じている。

指導者が生徒の書いた英文を添削し，返却すると，生

徒は修正箇所を見て，そこで学習を終わらせてしまう

ことが多い。指導者にとっては，いわゆる「書きっぱ

なし，間違えっぱなし」にさせない工夫が必要である。

今回の実践では，その工夫の一例として，文法事項の

定着のために，ピアサポートを取り入れ，生徒が主体

的に文法事項と向き合う機会を多く設定した。その結

果，生徒同士で書いた作品を読み返したり，書き直し

たりする時間が増え，書いた作品を精選していく中で，

よりよい表現を考えて書こうとする意欲が高まること

が生徒の評価カードの記述で分かった。また，書く活

動を個人で行った後に，グループで話し合って作品を

仕上げていく活動を取り入れることによって，学力差

へ配慮した指導を行うことができた。しかし，生徒同

士が教え合い，読み返し，書き直しをするためには，

やはりある程度の文構造の理解，文法の知識が必要と

なるため，適切な指導が必要になってくる。

今後も，学力差に配慮しながら，段階的に目標を設

定して，書くことにおける適切な指導を行っていくと

ともに，学習効果についても検証していきたい。
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図３　生徒の作品１

図４　生徒の作品２


